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・１2 月の連絡会の報告              4～5

・研修「マルミミゾウ舎の見学」             6 

・１２月ガイドレポート                  7 

・作業グループ活動報告                8 

・ひつじ村から                         9

・動物園ニュース                     10

・予定表（１～２月）                  11～12 

 

11/3 文化の日に動物園で「アフリカ音楽コ

ンサート」がありました。 演奏者は西アフリ

カ・ブルキナファソ出身 伝統音楽家のベノワ

氏と、ケニアで 8 年間音楽修行を積んだ、オ

オニシ・マサヤ氏でした。  

今年もビオラの季節が来ました。種まきか

ら約４ヵ月後の１２月。エントランス、ヒヒ

山前、ぴーちくパークの鉢に青・黄・赤の花

が咲いています。春にはチューリップも顔を

出します。お楽しみに！ 

育てたビオラの苗を３株
ずつ８０⼈分ほど来園者の
皆さんにプレゼントし、喜ん
でいただきました。午前中で
なくなりました。 
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           １１月みんなでガイドレポート① 
・開 催 ⽇：令和４年１1 ⽉６⽇（⽇）  １０:００〜１２:００ 
・天 候：晴れ 
・解 説 動 物：シフゾウ、レッサーパンダ、ラクダ 
      クロサイ、クロサイ、カモシカ、タカ 
      キリン、ゾウ 

ペンギン、バク、記録（T） 
１１⽉になっても暖かく、たくさんのお客さんが来園していてガイド⽇和でした。 
 
 
 
 
 
 
 
I さん：久しぶりにガイドをしました。横浜から来たゾウが好きなお客さんと出会いました。 
S さん：キリンをガイドしていると。シマウマやゾウの事を聞かれます。カナがじっとこちらを⾒ていた

ので、４本の⾓や顔の話をしました。 
            
                                                      
 
 
   
 
 
O さん：掲⽰物を利⽤してたくさん話ができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
M さん：座っていたので全体像は⾒てもらえなかったけど、近くにいたので⽑の話やヒトコブラクダとフ

F さん：どうしたらもっといいガイドが
できるか、思案中。 

Y さん：室内にいた時は、せまい空間で
話をよく聞いてもらいました。バ
クの⼿触りは、薄めのカーペット
みたいで、⽑が薄いそう。 
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タコブラクダの違いを話しました。⽑の標本やエサのキューブを⽤意。 
S さん：（⻄園だからか）２０分ほど⼈が来なかった。⼀家族ごとに話かけました。鳴き声の話、シカとウ

シの⽐較などの話をしました。繁殖期だが、普段と変わらない様⼦で意外でした。 
  
 
 
 
 
 
 
C さん：いつもは資料（写真）を紐につるしていたが、今回は椅⼦に並べました。その⽅が⾒やすくて良

かった。 
O さん：久しぶりにシフゾウのガイドをしました。⼦ども連れの家族が多かった。展⽰写真で話をしまし

た。以前よりシフゾウに興味を持つ⼈が増えたように感じます。 
C さん：いそがしいくらい次々お客さんがきました。⽻を使って解説をしました。お客さんから「⽻に触

らせて」と⾔われ、どうしようか⼾惑いました。 
話をした⼈の中に「ボランティア」に興味を持った⽅がいました。 
  
          １１月みんなでガイドレポート② 
 
・開 催 ⽇：令和４年１1 ⽉２０⽇（⽇）  １０:００〜１２:００ 
・天 候：晴れ 
・解 説 動 物：⼩獣舎、カモシカ、キリン、 

クロサイ、ゾウ、記録（T） 
 １１⽉２回⽬のガイド、今回は少⼈数で実施しました。しかし、継続することが⼤切なので、来
れる⼈が来てガイドしましょうという、スタンスで臨みました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
H さん：キリンの個体と名前の⼀致が怪しいので、名前の確認をしてからガイドをしましたが、ハグミも

⼤きくなって⾒分けにくい。年配のお客さんがハグミを気にして度々⾒に（会いに）来ると話してい
た。やはり名前を知ってガイドすることは⼤事。「あの⼦がハグミですよ。」「⼤きくなりましたね。」 

１ ２ ⽉ 下 旬
に は ⾓ が 落
ちるので、12
⽉ 中 旬 ま で
が ⼀ 番 ⽴ 派
な ⾓ が ⾒ ら
れます。 

ニコ、サ
キを呼ぶ
と近くま
で来た。
動きがあ
ると話し
やすい。 

キツネ、ハクビシ
ン、タヌキ、みん
な寝ていた。図鑑
で調べた話を熱
⼼にする⼦ども
と会話。実物はど
う？ 
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⽇ 時：１２⽉４⽇（⽇）１０：００〜   
参加者：O、O、K、S、D、H、S、N、K、K、N、F、M、 

M、I、Y、S、T 
  動物園より梅⽥さん 

＊今回の主な話題 
◎園の近況 
・10／27 マンドリルのマリンがハイブリッド・レジャーランド東武動物公園に、11／17 ニホンカ

モシカのサニーが神⼾市⽴森林植物園に移動。 
・令和５年度 ASAZOO ボランティアーズの募集が始まる。（12／17〜1／20） 
・⿃インフルエンザ対策のため、インコの森、⼩⿃の家の展⽰中⽌ 
・⼤⿃舎のネットの張り替えの為、展⽰中⽌（⿃たちはバックヤードに移動） 
・感染症対策のため、エサの寄付・野⿃や野⽣動物の保護を⼀時中⽌している。 
・マルミミゾウの同居を開始した。今後も発情を⾒ながら定期的に同居予定。 
・はちゅうるい館は暖房設備修繕のため閉鎖中。 
・喫茶どんぐりの営業は、12 ⽉〜令和 5 年 2 ⽉の間、 ⼟・⽇・祝⽇及び年始（1/2〜1/9）のみ

営業のみに。 
 
◎１０⽉１６⽇（⽇）の「ボラによるボラのための野外観察（おためし）の振り返り 
講師：K さん（動植物の話）、O さん（植物遊びの紹介） 
参加者：N、O、S、H、S、N、O、M、I、H、M、 

K、F、T、T 
＜参加者からの感想や意⾒＞ 
・草花や樹⽊を意識して歩くのは初めてで、濃密な時間だった。園内の植物樹⽊の種類が多いのに

驚いた。 
・解説してもらったものが、４０〜５０種類もあり、メモをしたが覚えきれなかった。コケは下を

⾒る世界で⽇頃無い経験だった。春に、季節を変えるとまた違う楽しみに出会えそう。 
・とっても楽しかった。解説が素晴らしく、植物は動かないがこんな世界もあるんだと感動。野⿃

も⾒てみたい。 
・⼭芋とむかごが記憶に残り、旅先でむかごのお饅頭を⾒つけて買った！ 
・ガイド以外では⾏かないところ、⼭でしか⾒ない植物が意外にたくさんあるのに驚いた。知識は

⼤事。以前帝釈峡に⾏ったときに化⽯を含んだ⽯を教えてもらい孫にも話した。 
・苔の世界に引かれ、植物公園の「苔テラリウム作り」に参加した。 
・⼈数が多いと、前の⽅の⼈は解説が聞けるが、後ろの⽅は聞こえない。緑化センターの野外解説

に参加した時、説明の有った植物の名前のメモを置いていたので、後から来た者にも分かった。 
K さん：ガイドと作業の懇親会を兼ねて園内に⽬を向けるきっかけになってくれたら嬉しい。動物

園は⾃然への⼊⼝。動物も植物もどちらも⽣き物だ。春に実施するときは、野⿃の解説
も C さんにお願いしたい。 

 
本番の「春の野外観察」では、植物・野⿃・植物遊びを柱にしたものにし、２⽉頃から計画を⽴て
ていこうと思います。参加者を募集しますので、是⾮ご参加ください。 
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◎ひつじ村による「フェルトでゆきだるま」の報告⇒ひつじ村のページを参照してください。 
◎ガイドの２⽉の研修について 
 寒い時期、みんなでガイドも難しい季節に何か⾃分たちのスキルを向上させる研修をと毎年取り
組んでいます。今年度の希望を皆さんに聞きました。その結果、コロナ感染症対策で養成講座でも
バックヤードに⼊れなくなっていたり、バックヤードガイドも中⽌していたりするので、久しぶり
に担当動物の話を飼育係さんに聞いたり、バックヤードで学習したりしたいということになりまし
た。梅⽥さんが飼育係さんとの交渉をしてくださり、２⽉に実施できることになりました。この研
修に参加したい⽅は返信ハガキでその動物について回答をお願いします。 

◎電⼦返信について 
これまで、ハガキにより参加等の回答をしてきましたが、いろいろ検討して携帯やパソコンでの

返信が可能になりそうです。そこで、電⼦返信を希望するか、これまで通りのハガキによる返信を
希望するかを調査して開始します。返信ハガキをご確認いただき、回答よろしくお願いします。メ
ールを希望する⽅ははがきに書いてある宛先にメールの送信をお願いします（必ず⾃分の名前を本
⽂に書いてください。） 
◎こんな声が 
「安佐動物公園」で SNS を検索をしていたら・・・M さんが紹介してくれました。 

安佐動物公園に⾏ったんじゃけど、⾊々な場所にガイドさんが⽴っとって動物について教えてもら
えたけんかなり勉強になったわい。 
ラクダの⽑（容器に⼊った）も触ることができた。 
ガイドさんが誰とも話してない時に出会えたらラッキー！すぐに話しかけるんじゃ！解説聞いた
ら物知りになれるぞ〜！    （原⽂ママ） 

◎今後の活動予定 
・１⽉と２⽉で積雪や凍結の⼼配がある⽇、ボランティア活動のために園に来る時には、第１

駐⾞場（７番通路の奥）に駐⾞し、退園時に事務所で駐⾞券を受け取ってください。   

・ガイドボランティアは１⽉の活動は冬休みです。 
・２⽉の連絡会は２⽉５⽇（⽇）１０：００〜引き続き研修「飼育実習（飼育係さんから話を聞く、

バックヤードに⼊れるところもあるかも）」（記録：T） 
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マルミミゾウ舎の見学 

 
 飼育担当者の栗原さんの解説と共にマルミミゾウ舎の⾒学をしました。新しく建てられたマルミミゾ
ウ舎には、どんな⼯夫があるのかワクワクしながら⼊って⾏きました。（参加者１８名） 
①マルミミゾウ舎（以後はゾウ舎）の⼊⼝で靴の裏の消毒をし、中へ。
中央に⾒えるのがゾウ舎です。左⼿に⼩さくダイが⾒えています。 
②中央の鉄製の箱は、ダイを秋吉台サファリから搬⼊するときに使った
「輸送箱」です。⼿前がダイの頭側の扉です。箱には頭から⼊ってもら
い、出るときはお尻から出てもらいます。ダイが安佐動物公園に慣れる
ように、来園してしばらくの間、秋吉台サファリの担当者の⽅が広島に
滞在されたそうです。 

③ダイは健康管理のため、⽔分をしっかりとる必要があります。そのた
め、外の運動場にも⽔飲み場が設置してあり内側の柵から⿐を伸ばして
⽔を飲むことができます。 
④ゾウ舎の中はダイ専⽤の寝室 1 部屋のみ。ダイは成熟した雄ゾウなの
で、単独でも問題ないだろうという事で⼀⼈部屋になりました。寝室に
は床暖房があります。 
 寝室には敷き藁を敷きます。最初は⽔飲み場がある写真の左の⽅に敷
き藁をしいていましたが、ダイが右奥で寝ていることが分かって、敷き
藁も右側に敷くようになったそうです。 
⑤の写真は寝室を④の右横から写しています。鉄製の柵の幅が広いとこ
ろがありますが、ここから⽿を出してもらい、採⾎をします。週に１回
は採⾎をして検査をしているそうです。 
 ダイが秋吉台サファリで⾷べていたエサ（オーツヘイキューブ）と安
佐動物公園で使っているエサ（ティモシー）は、種類が違います。以前
の物の⽅が⽢いのか、そちらを好むようですが、⼿に⼊りづらいのでテ
ィモシーに慣れてもらうようにしています。 
⑥天井にはこのよう移動式のクレーンがあります。これは何かの理由で、ダイが⽴ち上がれなくなったと
きに上から吊り上げて⽴ち上がるのを補助する機械です。 
  

マルミミゾウ舎見学会 

① 

② 

③ 

④ ⑤ ⑥ 
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           みんなでガイドレポート１２月 

・開 催 日：令和 4 年１２月４日（日）  13：０0～14：30 
・天 候：晴れ 
・解 説 動 物：カモシカ、キリン、ゾウ 

オオサンショウウオ、ゾウ、キリン、ダチョウ、 
⼩獣舎、ペンギン、クロサイ 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  

年内最後のガイドでした。⽉に２回の「みんなでガイド」の取り組みはいかがだったでしょうか。参加者
が増えたことはやりがいを感じました。また、春からも⼀緒にガイドを楽しみましょう。 

           〇２０年ぶりに園に来た

という人に解説した。

           〇担当の市川さんから最

近の話を伺った。一匹

ずつの個性やモモちゃ

んの抱卵を知った。 

 

 

 

 

 

                         

 

 

  

 

 

 

 

 

  

〇エサがなくて、いつもの話が

出来なかった。パネルとかも

あまり使わず話ができた。 

 

〇ちょうどいい人数だった。 

 模型をきっかけに話を

した。ヒキガエルはＧＳ

の祖先の話はスマホで紹

介した。 

余り動きがなかっ

たが、お客さんと

ゆっくり話をする

ことができた。 

自分の担当

の動物だけ

でなく、他の

動物を見る

ことも大切

だと思う。 

今日は手ぶらでガ

イドしたが、子ど

ももよく聞いてく

れた。 

 

 

組数は少なかっ

たが、充実して

話せた。道案内

もしたりした。 

飼育係さんに会え

て、繁殖行動をした

ことが聞けた。熱心

に見たり聞いたりし

てくれる人がいた。

相手に合わせていろ

いろな話ができた。 
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117-0７２８

 １０月８日（土）　晴れ　　　　　　　　参加者　１１名

117-0７３６

117-0７３４

117-07８１

１１７－０７５５

117-07７６

１１７－０７８４

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  記録広報係　　鈴木　茂

  ★　集合時間は　９：３０　の通常時間です。

　★　同封のはがきで「参加確認」の返信をお願いします。　　　　　　　　

　★　来園のあらゆる方々を花の彩りで歓迎しましょう。

　★　作業の進捗状況で上記以外に活動日が増える場合があります、ご協力お願いします。

　　《ひと言》　11月は毎土曜日に活動をしたので、各個所がビオラで満開になります。
　　　　　　　　　来園のお客様に私達が育てたビオラの花を楽しんで貰いたいですね。

①　正面売店前と展望台広場のサルビア・マリーゴールドをビオラに植替えました。

　　　　　　　　　　　作業グループの皆さんへ

　★　１月・２月の活動日は

②　ぴーちくパークのマリーゴールドをビオラに植替えました。

　　　　　　　　　１月21日の第３土曜日　／　２月4日、　２月１8日、の第１、第３の土曜日です。

　　　　　　　幼稚園児、保育園児が大勢来園し、はしゃいでいる姿に癒されました。

 10月15日(土)　晴れ　　　　　　　　　参加者１９名

①　展望広場入口に、ビオラのスリット鉢とハンキング鉢の作成をしました。

11月１９日（土）　晴れ　　　　　　　　参加者１６名

11月１２日（土）　晴れ　　　　　　　　参加者８名

②　ビニールハウスでビオラのハンキング鉢を作成しました。

　　　　　　　　　られてしまいました。鹿も食料の値上げに困っているのでしょうか？

　　　　　　　　　午前中で作業を終える事が出来ました。　いい汗を掻きました。♪♪

①　ぴーちくパークでマリーゴールドに支柱を施しました。
②　ビニールハウスでポットの洗浄をしました。
　　　　合せてノースポールの種まきをしました。

　　　　・洗浄済みの数だけポット上げして、残りは来週に繰越しました。

③　チュ-リップの球根を植える準備をしました。

 10月1日（土）　 晴れ                参加者　１５名

 11月5日（土）　晴れ　　　　　　　　　参加者１８名

　　《ひと言》　３班に分れて作業をしました。

　　　　　　　ちなみにノースポールの花ことばは　“お慕いしています”です。

　　《ひと言》　休憩をしながら、青い秋空の下で楽しく作業ができました。

〇　ビニールハウスでビオラのポット上げをしました。　　

　　　　　　　　科学館うらの畑でコキアの紅葉が始まっていました。

①　科学館うらの畑の除草をしました。　

①　食堂ばくばくの正面と裏にサルビア・マリーゴールドをビオラに植替えました。

②　ヒヒ山前と５０周年花壇の大鉢にサルビアをビオラに植替えました。

　　　　　　　　　来園のお客さんに、楽しんで貰う為の楽しい作業でした。

　　《ひと言》　臨時活動日で少人数の為、多くの来園者に気配りしつつ、なんとか

　　《ひと言》　ただ今、園内の木々も益々紅葉して行楽シーズン真っ盛りです。

②　ビニールハウスの側面を張り替えて、冬季到来に備えました。

②　ビニールハウスにて先週の続き、ビオラのポット上げをしました。
　　《ひと言》　２班に分れて作業をしました。

　　《ひと言》　ビニールハウスの脇で育てていたラナンキュラスの芽が鹿？に食べ

11月２６日（土）　晴れ　　　　　　　　参加者１３名

①　正面エントランスでサルビアをチューリップとビオラに植替えました。

記録広報：S 
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活動報告 

 ・12 月 3 日（土）9：00～ ボライベント「フェルトでゆきだるま」 

  

 ＊3 年ぶりのボライベント「フェルトで雪だるま」、まだまだ用心ということで、参加人数

を１００人から６０人に減らしてのイベントになりました。 

「３年前にも参加しました」という親子さんもいて、やれてよかったと思っています。ボ

ランティア参加も多数参加していただき、日ごろの、ひつじ村での地味な作業が報われた

気がしています。ありがとうございました。また、来年もできるかな？ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動予定 

 

  ・１月 22 日（第４日曜日）１０：００～１４：００ 

  ・２月 26 日（第４日曜日）１０：００～１４：００ 

      諸事情で休園の場合や大雪の場合は中止。 

                                      

ひつじ村は、原則、毎⽉第４⽇曜⽇、安佐 ZOO のどこかで村開き。ぴーちくパ
ークで暮らすヒツジたちにもらった⽺⽑を、洗う、解す、染めるなど、イベントの
材料準備が主な作業です。グループ問わず、興味ある⽅、通りすがりの⾒学がてら
お茶だけでも OK、住⺠登録随時受付中！ 
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動物園ニュース 

▷マンドリル「マリン」が移動（10/27） 

令和 4 年 10 月 27 日（木）にマンドリルの「マリン」（6 歳、

雌、父親：トヨタロウ・母親：ランマン）を、埼玉県のハイ

ブリッド・レジャーランド東武動物公園に搬出しました。 

マンドリルは 2021 年末の時点で、全国 24 園 70 頭が飼育さ

れており、各園が協力し種の保存に取り組んでいます。 

  

▷ニホンカモシカ「サニー」が移動（11/17）  

令和 4 年 11 月 17 日（木）にニホンカモシカの「サニー」（２歳、雌）を、神戸市立森

林植物園に搬出しました。 

神戸市立森林植物園で展示されているニホンカモシカは、神戸市立王子動物園との共同飼

育です。 

   

▷マルミミゾウの「メイ」と「ダイ」の同居を開始（11/5） 

 国内で唯一当園でのみ飼育している「マルミミゾウ」ですが、11/5 から雌「メイ」と雄「ダ

イ」の同居を始めました。今後、個体の発情状況などを観察しながら、定期的に同居を行い、

繁殖を目指す予定です。 

 

 

☆ 新型コロナウィルスの影響 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、当面の間、一部の施設・サービス等の利用及び一

部イベント等については中止しております。 

 

【利用を中止する施設・サービス等】 期間：当面の間 

・動物とつなひき（動物科学館内） 

 

【中止するイベント等】 期間：当面の間 

・ポニー乗馬、テンジクネズミのふれあい 

・バックヤードガイド 

・サンちゃんツアー 

・なかよし動物教室 

 
 

 



ＡＭ ＰＭ

1 日 休園日

2 月 お正月　記念缶バッジをプレゼント

3 火 お正月　記念缶バッジをプレゼント

4 水

5 木 休園日

6 金

7 土

8 日 新春　動物かるたで遊ぼうよ！

9 月 （成人の日）入園料無料

10 火

11 水

12 木 休園日

13 金

14 土

15 日 動物園でどうぶつぬりえ

16 月

17 火

18 水

19 木 休園日

20 金

21 土 活動日

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木 休園日

27 金

28 土

29 日 動物脱出対策訓練

30 月

31

☆

★ 作業ボラの作業内容については天候等に変更されることもあります。詳しくはその都度確認ください。

解　説 作　業

1

この予定は「ずうぼらだより」発送時の予定です。変更される場合も有りますので、活動時などには確認してください。

令和4年度　ＺＯＯ＆ ボラ予定表（2023年1月１日～1月31日）

月日

安佐ＺＯＯ ＺＯＯボラ

イベント
バックヤードガイト

呼込み等お手
伝い募集！ハ
ガキにチェック
をして返信して

呼込み等お手
伝い募集！ハ
ガキにチェック
をして返信して

呼込み等お手
伝い募集！ハ
ガキにチェック
をして返信してく



ＡＭ ＰＭ

1 水 まんが動物園　掲示（～2/28）

2 木 休園日

3 金

4 土 活動日

5 日 連絡会・研修

6 月

7 火

8 水

9 木 休園日

10 金

11 土 （建国記念の日）入園料無料

12 日 動物まんがクイズラリー

13 月

14 火

15 水

16 木 休園日

17 金

18 土 活動日

19 日 動物まんがクイズラリー

20 月

21 火

22 水

23 木 休園日

24 金

25 土

26 日 動物まんがクイズラリー

27 月

28 火

☆

★ 作業ボラの作業内容については天候等に変更されることもあります。詳しくはその都度確認ください。

令和4年度　ＺＯＯ＆ ボラ予定表（2023年2月１日～2月28日）

月日

安佐ＺＯＯ ＺＯＯボラ

イベント
バックヤードガイト

解　説 作　業

2

この予定は「ずうぼらだより」発送時の予定です。変更される場合も有りますので、活動時などには確認してください。

10:00～ 連絡会・研修
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